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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（1）経営成績に関する説明 

   当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、世界経済の減速懸念や急激な円高、株安などの

影響から輸出と生産面に鈍さが見られるものの、緩やかな景気回復基調が続いております。 

   また、海外経済においては、緩やかな景気回復基調が続いているものの、中国をはじめとする新興

国経済減速の影響や英国の欧州連合(ＥＵ)離脱問題等により、先行きは不透明感が強まっております。 

   一方、当社グループが属する電子計測器、電源機器等の業界においては、世界経済の減速懸念や円

高の影響を受け、製造業の設備投資の動きは慎重であり、受注環境は厳しい状況で推移いたしました。 

このような状況の中、当社グループは引き続き環境・エネルギー関連市場、自動車関連市場及び冷

凍空調機器市場を中心に積極的な営業活動と研究開発活動を行うと共に、原価低減と経費節減にも努

力を重ねてまいりました。 

以上の結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は17億５百万円(前年同期比1.8％減)、営業利益は

３千万円(前年同期比4.1％増)、経常利益は３千６百万円(前年同期比41.3％減)、親会社株主に帰属す

る四半期純利益は３千万円(前年同期比26.7％減)となりました。 

 

   なお、当社グループにおける製品群別の売上の概況は、次のとおりであります。 

 

  《電子計測器群》 

    電子計測器分野においては、航空機用電子機器の測定器が好調に推移いたしました。また、車載

電子機器用ＥＭＣ(電磁的両立性)関連試験機器に動きが見られましたが、安全関連試験機器は低調

に推移いたしました。 

    以上の結果、売上高は３億８千２百万円(前年同期比5.8％減)となりました。 

 

  《電源機器群》 

    電源機器分野においては、自動車関連市場及び冷凍空調機器市場向けにバイポーラ電源等の直流

電源、交流電源、さらに新製品であるＰＬＺ－５Ｗシリーズ等電子負荷装置が好調に推移いたしま

したが、全般的には力強さを感じないまま推移いたしました。 

    以上の結果、売上高は12億５千６百万円(前年同期比0.3％減)となりました。 

 

  《サービス・部品等》 

サービス・部品等につきましては、特記すべき事項はありません。 

当該サービス・部品等の売上高は、６千６百万円(前年同期比3.8％減)となりました。 

 

    上記に含まれる海外市場の売上の概況は以下のとおりであります。 

 

  《海外市場》 

    米国では、車載関連市場の検査装置用直流電源に動きがありましたが、全般的には低調に推移い

たしました。 

欧州では、航空機関連市場への直流電源に動きが見られました。 

アジアにおいては、中国の自動車関連市場への安全関連試験機器及び直流電源に動きがみられま

したが、全般的には低調に推移いたしました。韓国では次世代車載機器市場への直流電源、また、

東南アジアでは空調機器関連市場への交流電源、エネルギー関連市場への直流電源がそれぞれ好調

に推移いたしました。 

以上の結果、海外売上高は５億１千３百万円(前年同期比18.3％減)となりました。 

 

菊水電子工業株式会社（6912）平成29年３月期　第１四半期決算短信

― 2 ―



 

 菊水電子工業株式会社（6912）平成29年３月期 第１四半期決算短信 
 

 

― 3 ― 

 
（2）財政状態に関する説明 

   当第１四半期連結会計期間の総資産は、たな卸資産が増加したものの、現金及び預金並びに受取手

形及び売掛金の減少等により、前連結会計年度末に比べ３億８千８百万円減少し、107億９千８百万円

となりました。 

   負債は、未払法人税等の減少等により、前連結会計年度末に比べ１億２千９百万円減少し、21億円

となりました。 

   純資産は、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上等により増加したものの、剰余金の配当等に

より、前連結会計年度末に比べ２億５千８百万円減少し、86億９千８百万円となりました。 

 

（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

当期の予想につきましては、本資料の公表時点において、平成 28年５月 13 日に「平成 28年３月期 

決算短信」にて公表いたしました第２四半期連結累計期間及び通期の業績予想に変更はありません。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（1）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

   該当事項はありません。 

 

（2）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

   税金費用の計算 

    当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税

引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。 

 

（3）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

   （会計方針の変更） 

    ① 繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用 

 「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第 26 号 平成 28 年

３月 28 日。以下「回収可能性適用指針」という。）を当第１四半期連結会計期間から適用し、繰

延税金資産の回収可能性に関する会計処理の方法の一部を見直しております。  

 回収可能性適用指針の適用については、回収可能性適用指針第 49 項(４)に定める経過的な取

扱いに従っており、当第１四半期連結会計期間の期首時点において回収可能性適用指針第 49 項

(３)①から③に該当する定めを適用した場合の繰延税金資産及び繰延税金負債の額と、前連結会

計年度末の繰延税金資産及び繰延税金負債の額との差額を、当第１四半期連結会計期間の期首の

利益剰余金に加算しております。 

この結果、当第１四半期連結会計期間の期首において、繰延税金負債（固定負債）が 792 千円

減少し、利益剰余金が 792 千円増加しております。 

    ② 平成 28 年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用 

法人税法の改正に伴い、「平成 28 年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取

扱い」（実務対応報告第 32 号 平成 28 年６月 17 日）を当第１四半期連結会計期間に適用し、平

成 28 年４月１日以後に取得した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額

法に変更しております。 

なお、当第１四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。 

 

３．継続企業の前提に関する重要事象等 

該当事項はありません。 
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 (3) 四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

     当第１四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日） 

      該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

     当第１四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日） 

      該当事項はありません。 
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